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平
成
１８
年
４
月
か
ら
、
児
童
手
当
の
支
給
対
象
が
、「
小
学
校
３
年
生
修
了
前
」
か

ら
「
小
学
校
６
年
生
修
了
前
（
１２
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
３１
日
到
達
ま

で
）」
に
拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
、
所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
支
給
対
象
に

該
当
す
る
方
は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
制
度
が
拡
大
さ
れ
ま
す

平
成
１８
年
９
月
２９
日
㈮
ま
で
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

福
祉
課
（
内
線
５
３
９
）

①
平
成
１８
年
度
に
小
学
校
４
年
生
の
児

童（
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）が
い
る
保
護
者
の

方
　

児
童
手
当
を
平
成
１８
年
３
月
分
ま
で

伊
予
市
で
受
給
し
て
い
た
方
は
、
４
月

以
降
も
継
続
と
な
る
の
で
、
６
月
に
現

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成
１８
年
度
に
小
学
校
５
・
６
年
生

の
児
童（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
が
い
る
保
護

者
の
方

　

児
童
手
当
の
受
給
に
は
、
認
定
請
求

等
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
の
で
、
福

祉
課
、
又
は
、
各
地
域
事
務
所
総
合
窓

口
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童

手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
方

　

所
得
制
限
の
引
き
上
げ
（
下
表
）
に

よ
り
、
新
た
に
児
童
手
当
を
受
給
で
き

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
該
当
す
る
保
護

者
の
方
は
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【所得制限限度額表（平成１８年４月分より適用）】

扶養親族等の数 国民年金加入の方 厚生年金等加入の方

０人 ４６０万円 ５３２万円

１人 ４９８万円 ５７０万円

２人 ５３６万円 ６０８万円

３人 ５７４万円 ６４６万円

４人 ６１２万円 ６８４万円

５人 ６５０万円 ７２２万円

【
認
定
請
求
に
必
要
な
も
の
】

○
印
鑑

○
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
（
厚

生
年
金
等
加
入
者
の
場
合
）

○
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の
（
郵
便
局

以
外
で
請
求
者
名
義
の
も
の
）

○
住
民
票
の
写
し
（
児
童
が
市
外
に
別

居
し
て
い
る
場
合
の
み
）
児
童
が
属
す

る
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し（
本
籍
・

続
柄
記
載
の
も
の
）

○
所
得
証
明
書（
次
に
該
当
す
る
方
の
み
）

　

平
成
１７
年
１
月
１
日
に
伊
予
市
内
に

住
所
が
な
か
っ
た
方
は
、「
平
成
１７
年

度
所
得
証
明
書
」

　

平
成
１８
年
１
月
１
日
に
伊
予
市
内
に

住
所
が
な
か
っ
た
方
は
、「
平
成
１８
年

度
所
得
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
平
成
１８
年
度
所
得
証
明
書
は
、
市
町
村

　

に
よ
っ
て
申
請
で
き
る
時
期
が
若
干
異

　

な
り
ま
す
。認
定
請
求
等
を
行
う
時
期
に
、

【
提
出
期
限
】

平
成
１８
年
９
月
２９
日
㈮

　

期
限
内
に
請
求
し
、
認
定
さ
れ
た
方

に
は
、
平
成
１８
年
４
月
分
か
ら
の
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
期
限
後
に
請
求

し
た
場
合
に
は
、
支
給
月
が
請
求
月
の

翌
月
か
ら
と
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
前
記
②
③
に
該
当
す
る
方
で
、
提
出
期

　

限
内
に
他
市
町
村
へ
転
出
す
る
方
は
、
転

　

出
前
に
請
求
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
に
請
求
し
て

　

く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
課（
内
線
５
３
９
）、
中
山
地
域
事

務
所（
☎
９
６
７
ー
１
１
１
１
）、
双
海
地

域
事
務
所（
☎
９
８
６
ー
１
１
１
１
）へ
。

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
へ

６
月
は
『
現
況
届
』
の
提
出
日
で
す

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
６

月
１
日
㈭
〜
３０
日
㈮
の
期
間
に
『
現
況

届
』
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
が
提
出
さ
れ
て
な
い
と
、
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
６
月
か
ら
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
、
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
の
日
程
や
方

　

法
な
ど
は
、
福
祉
課
か
ら
受
給
者
の
方
々

　

に
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
平
成
１８
年
１
月
１
日
以
降
に
市
内
に
転

　

入
さ
れ
た
方
は
、
１
月
１
日
現
在
に
あ
っ

　

た
住
所
地
の「
平

　

成
１８
年
度
所
得

　

証
明
書
」
が
必

　

要
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
１８
年
度
所
得
証
明
書
が
取
得
で
き

　

な
い
場
合
は
、
後
日
取
得
で
き
る
よ
う

　

に
な
っ
て
か
ら
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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長
寿
介
護
課
（
内
線
５
５
９
）

　

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
・
療
養
型
病

床
群
）
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期

入
所
生
活
介
護
・
短
期
入
所
療
養
介
護
）

に
入
所
、
入
院
さ
れ
る
場
合
、「
食
費
」

及
び
「
居
住
費
」
が
全
額
自
己
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
申
請
す
る
と
所
得

段
階
に
応
じ
て
次
の
よ
う
に
減
額
さ
れ

ま
す
。

【所得段階】

第１段階
○生活保護受給者
○老齢福祉年金受給者で市民税世帯非課税

第２段階
○市民税世帯非課税で前年の合計所得金額＋課税
年金収入額が８０万円以下

第３段階
○市民税世帯非課税で前年の合計所得金額＋課税
年金収入額が８０万円超

【居住費】

種　類
負担限度額（日額） 基　準

費用額第１段階 第２段階 第３段階

 多床室（相部屋） ０円 ３２０円 ３２０円 ３２０円

従来型
個　室

特　養　等 ３２０円 ４２０円 ８２０円 １，１５０円

老健・療養等 ４９０円 ４９０円 １，３１０円 １，６４０円

 ユニット型準個室 ４９０円 ４９０円 １，３１０円 １，６４０円

 ユニット型個室 ８２０円 ８２０円 １，６４０円 １，９７０円

【食　費】

負担限度額（日額）
基準費用額

第１段階 第２段階 第３段階

３００円 ３９０円 ６５０円 １，３８０円

　

こ
の
基
準
に
該
当
す
る
方
は
、
長
寿

介
護
課
、
又
は
、
各
地
域
事
務
所
総
合

窓
口
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
減
額
認
定
さ
れ
て
い

る
方
は
、
有
効
期
限
が
６
月
３０
日
㈮
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
７
月
利
用
分
か

ら
は
今
年
度
の
所
得
段
階
に
応
じ
て
認

定
を
行
い
ま
す
の
で
、
７
月
３１
日
㈪
ま

で
に
申
請
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

保
険
年
金
課
（
内
線
５
４
７
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
３０
歳
未
満
の
方
は

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
手
続
き
を
！

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
は

　

就
職
が
困
難
あ
る
い
は
失
業
な
ど
で

収
入
が
少
な
く
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
３０
歳
未
満
の
方
が
、
市
の
国
民
年

金
窓
口
に
申
請
を
し
て
、
社
会
保
険
事

務
所
で
承
認
を
受
け
る
と
、
そ
の
期
間

の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
保
険
料
免
除
制
度

と
異
な
り
、
同
居
し
て
い
る
「
世
帯
主
」

の
所
得
審
査
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
方
は

①
３０
歳
未
満
の
方

②
申
請
者
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
方

③
失
業
、
倒
産
、
事
業
の
廃
止
な
ど
に

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
方

申
請
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳

②
印
鑑

③
失
業
の
場
合
は
、「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
」
又
は
「
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
」
等
の
写
し

※
市
で
所
得
状
況
が
確
認
で
き
な
い
場
合

は
、
所
得
証
明
書
を
持
参
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と

　

承
認
期
間
中
の
障
害
な
ど
不ふ

り

ょ慮
の
事

態
に
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

障
害
基
礎
年
金
、
又
は
、
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
承
認
期

間
は
、
将
来
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る

際
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間（
２５
年
）
に

は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
追
納
を
！

　

承
認
期
間
に
つ
い
て
は
、
１０
年
以
内

で
あ
れ
ば
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。
将
来
、

受
け
取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る

た
め
に
も
、
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め

し
ま
す
。

※
２
年
を
過
ぎ
て
保

険
料
を
追
納
す
る

場
合
、
当
時
の
保

険
料
に
加
算
金
が

つ
き
高
く
な
り
ま

す
。
早
め
に
追
納

さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

介
護
保
険
施
設
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
入
所
・
入
院
す
る
場
合

『
食
費
』・『
居
住
費
』
が
減
額
で
き
ま
す
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保
険
年
金
課
（
内
線
５
４
５
）

母
子
家
庭
の
方
へ

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

現
在
、
母
子
家
庭
の
方
が
お
持
ち
の

「
医
療
費
受
給
者
証
」
は
、
有
効
期
限
が

６
月
３０
日
㈮
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

更
新
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
受
診
す
る

と
、
医
療
費
の
一
部
を
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
３０
日
㈮
、
９
時
〜
１７
時

■
場
所　

市
役
所
保
険
年
金
課
、
又
は
、

各
地
域
事
務
所
総
合
窓
口
課

■
対
象
者

　

児
童
を
監
督
、
保
護
し
て
お
り
、
所

得
税
の
納
付
義
務
の
な
い
方

■
持
参
す
る
も
の

○
健
康
保
険
証

○
今
お
持
ち
の
医
療
費
受
給
者
証

○
平
成
１７
年
分
源
泉
徴
収
票（
コ
ピ
ー

可
）、
平
成
１７
年
分
確
定
申
告
書
の

写
し
、
平
成
１８
年
分
課
税（
所
得
）
証

明
書（
※
）
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１
つ

※
６
月
２１
日
以
降
に
税
務
課
で
発
行
し
た

も
の

○
申
請
書（
事
前
に
個
人
宛
て
に
送
付

し
ま
す
）

○
印
鑑

　

窓
口
で
は
、
６
月
２９
日
㈭
以
前
の
お

渡
し
は
で
き
ま
せ
ん
。
都
合
の
悪
い
方

は
、
７
月
３
日
㈪
〜
１４
日
㈮
の
間
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
受
給
者
証
が

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
変
更
届
や
受
給
者

証
を
返
還
す
る
な
ど
、
必
要
な
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
変
わ
っ

た
と
き

○
保
険
証
の
記
載
事
項（
住
所
、
氏
名
、

記
号
等
）
が
変
わ
っ
た
と
き

○
伊
予
市
か
ら
転
出
し
た
と
き

○
県
外
の
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き

※
県
外
専
用
の
用
紙
に
医
療
機
関
の
証
明

が
あ
れ
ば
、
後
で
負
担
金
を
お
返
し
で

き
ま
す
。

　
「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
」
で
は
、

入
院
に
か
か
る
費
用
に
対
し
、
就
学
前

（
６
歳
）
の
誕
生
日
を
迎
え
た
年
度
の
３

月
３１
日
ま
で
、
申
請
に
よ
り
助
成
し
て

い
ま
す
。

乳
幼
児
・
母
子
家
庭
・
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

傍聴してみませんか！

本会議は原則として公開されていますので、

どなたでも傍聴できます。

６月市議会定例会の日程

月 日 内　　　　　容

６

９㈮ 本会議 議案上程・提案理由の説明

１３㈫ 〃 議案質疑・委員会付託

１６㈮ 〃 一般質問

１９㈪ 委員会 各常任委員会

２０㈫ 〃 　　  〃

２３㈮ 本会議
１．各常任委員長報告
     （質疑・討論・表決）       
２．その他 　　　 　（閉 会）

■問い合わせ　議会事務局（内線６０６・６０７）へ。

６月議会

シートベルトを正しく着用しましょう！

＝市内の交通事故状況＝

＝市内の街頭犯罪等発生状況＝
（４月末日現在）

４月 累　計 前 年 比

侵 入 盗 １２件 ２１件 ー １  件

自 動 車 盗 １件 １件 ー ２  件

オートバイ盗 ３件 ６件 － ２  件

自 転 車 盗 １７件 ３０件 ＋１０ 件

車上ねらい １０件 １６件 － ３  件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（４月末日現在）

４月 累計 前年比

発　生 ２３件 ８３件 －  １件

死　者 ０人 １人 －  ３人

傷　者 ２７人 １１０人 ＋１３人
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伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

６
月
１
日
か
ら
一
般
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す

■伊予市管内の火災と救急出場件数（４月末日現在）

種別 ４月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 ２

３

本庁 ５

８中山 ０ 中山 ２

双海 １ 双海 １

救急出場

件 数

本庁 １２５

１５４

本庁 ４７０

６１０中山 １２ 中山 ６４

双海 １７ 双海 ７６

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

　

住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
の
低
減
を

図
る
た
め
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
す
べ

て
の
住
宅
の
寝
室
等
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
等
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

【
設
置
時
期
】

新
築
住
宅
の
場
合

　

平
成
１８
年
６
月
１
日
か
ら
適
用

既
存
住
宅
の
場
合

　

平
成
２３
年
６
月
１
日
ま
で
に
設
置

【
設
置
場
所
】

１
・
２
階
建
て
の
場
合

○
寝
室
〈
普
段
就
寝
に
使
う
全
て
の
部
屋
〉

○
階
段
〈
寝
室
が
あ
る
階（
屋
外
に
避
難

で
き
る
出
口
が
あ
る
階
を
除
く
）の
階

段
最
上
部
〉

３
階
建
て
以
上
の
場
合

○
寝
室
が
あ
る
階
か
ら
、
２
つ
下
の

階
の
階
段（
屋
外
に
設
置
さ
れ
た
階
段
、

当
該
階
段
の
上
階
の
階
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除

く
）

○
寝
室
が
１
階
の
み
に
あ
る
場
合
は
、

居
室
が
あ
る
最
上
階
の
階
段

そ
の
他

○
居
室(

７
㎡
以
上
）が
５
部
屋
以
上
あ

る
階
の
廊
下

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
種
類
】

　

火
災
警
報
器
は
、
火
災
時
の
「
煙
」

又
は
「
熱
」
を
感
知
し
て
警
報
音
を
鳴
ら

し
知
ら
せ
ま
す
。
火
災
警
報
器
と
い
う

と
、
壁
に
埋
め
込
ん
だ
り
、
配
線
工
事

を
必
要
と
す
る
よ
う
な
難
し
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
電
池
タ
イ

プ
や
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ

り
、
大
き
さ
は
手
の
ひ
ら
程
度
で
電
池

タ
イ
プ
の
も
の
は
、
壁
や
天
井
に
比
較

的
簡
単
に
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
設
置
上
の
注
意
点
】

天
井
に
設
置
す
る
場
合

○
警
報
器
の
中
心
を
壁
か
ら
６０
㎝
以
上

離
し
て
取
り
付
け
ま
す
。

○
梁
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
梁
か
ら
６０

㎝
以
上
離
し
て
取
り
付
け
ま
す
。

○
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
吹
き
出
し
口
が
あ

る
場
合
は
、
吹
き
出
し
口
か
ら
１．５
ｍ
以

上
離
し
て
取
り
付
け
ま
す
。

壁
に
設
置
す
る
場
合

○
警
報
器
の
中
心
が
天
井
か
ら
１５
㎝
〜

５０
㎝
以
内
の
位
置
に
取
り
付
け
ま
す
。

【
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
防
災
設
備

取
扱
店
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

※
消
防
職
員
を
装
っ
て
訪
問
し
、
住
宅
用

　

火
災
警
報
器
等
を
不
当
な
価
格
で
販
売

　

す
る
業
者
が
出
回
っ
て
い
ま
す
。
消
防

　

署
が
直
接
販
売
し
た
り
、
業
者
に
販
売

　

を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
国
の
技
術
基
準
に
適
合
し
な
い

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
購
入
し
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。購
入
の
目
安
と
し
て
、

　

次
の
よ
う
な
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
も

　

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
伊
予
消
防
署
、
又
は
、
各
出

　

張
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
数
年
、
自
分
で
車
に
ガ
ソ
リ
ン

を
給
油
す
る
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
数
が

増
え
、
そ
れ
に
伴
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
で
の
事
故
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
６
月
４
日
㈰
〜
６
月
１０
日
㈯
は

『
危
険
物
安
全
週
間
』
で
す

　

こ
の
週
間
を
機
会
に
、
セ
ル
フ
ス
タ

ン
ド
で
の
注
意
事
項
を
、
も
う
一
度
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
事
項
】

○
ス
タ
ン
ド
内
に
掲
示
し
て
あ
る
注
意

事
項
を
守
る
こ
と
。

○
ス
タ
ン
ド
内
は
火
気
厳
禁

○
給
油
前
に
必
ず
、
車
の
ド
ア
・
窓
を
閉

め
、エ
ン
ジ
ン
を
切
る
こ
と
。

○
作
業
前
に
静
電
気
除
去
装
置（
給
油
機

に
あ
り
）
又
は
、車
の
金
属
部
分
に
触
れ

る
こ
と
。

○
給
油
作
業
は
、必
ず
一
人
で
丁
寧
に
行

う
こ
と
。

○
給
油
口
に
、子
供
を
近
づ
け
な
い
こ
と
。


